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  ●京都府中小企業会館 
 
前回検証結果 
（平成26年度） 

 
継 続 

・引き続き、会議室利用の拡大に向け、利用促進の取組を行うこと。  

 
対応・改善策 
実施状況 

 
・リーフレット等の各種発行紙への広告掲載等による積極的な広報 
・３～５年利用実績のない団体への利用案内の促進 

 
取組の成果 

 
◇平成28年度の利用者数及び会議室利用率が過去最高を記録。 
◇基本合意に基づく「京都経済センター（仮称）」（平成31年１月
竣工予定）の整備の推進。 

 
なお残る課題・
問題点 

 
― 

 

 
府民サービス等
改革検討委員会
による改善意見
等 

 
□各種団体や中小企業者が多く利用されており、利用度は高い。 
□これまでの営業努力を評価し、「京都経済センター（仮称）」へ
の機能移転までは引き続きこれまでの取組を推進すべきである。 

□「京都経済センター（仮称）」に移転後、会館はその役割が終了
することから、閉館が適切と考える。 

 
京都府の検証結
果及び対応方向 
 

 
継 続 
 

◎引き続き、利用者ニーズを踏まえた利用促進を行うこと。 
◎中小企業会館の機能を「京都経済センター（仮称）」に円滑に移
転すること。 

＜今後の対応＞ 

○「京都経済センター（仮称）」に機能移転後、本会館は閉館する。  
○閉館後の府有資産の活用については今後検討する。 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
   


